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1.	
 はじめに	
 

	
 地球温暖化の影響により、近年は従来とこと

なる原因の大規模な水害が発生し、洪水対策に

関する問題が重要視されている[1]。	
 

	
 国土交通省は「川の防災情報」としてホーム

ページを設置し、防災・災害情報を発信してい

る[2]。国土交通省の災害情報システムは、レー

ダ雨量、テレメータ雨量、水位、水質、積雪、

ダム情報、洪水予報等、水防警報、ダム放流通

知などを国内全観測所データとして掲載してい

る。しかし、地図中の観察点が不明瞭であり、

操作が繁雑で分かりにくい。さらに、アイテム

間の地図が連携していないなどの欠点や不完全

性を持っている。殆どの災害情報	
 web-page に共

通して、情報が受動的に受信される(一方向の)

伝達手段となっている[3]。	
 

	
 本研究は洪水防災情報に関する公共機関から

の情報伝達が持っている不完全性を補完し、さ

らに従来の受動的な情報入手の方法を能動的に

変革するシステムを目的として構築された。本

研究のシステムでは	
 、公共機関から発信される

水位データ・警報レベルなどについてリアルタ

イムで情報を提示し、避難判断に必要な情報降

水量・冠水予測・ハザードマップおよび任意の

場所における地理情報・現在地情報・地形情

報・道路などを用意した。さらに、公共機関に

はない河川シミュレーションも搭載させた。以

上の情報について、Google	
 Earth 上で 3DGIS を

用いて地図情報の視覚化と洪水関連情報の連携

を中心にコンポーネンツを用意し、能動的な洪

水情報受信が可能となるように公共機関の発令

した警報を携帯機器に配信しイメージ化した。	
 

	
 

2.	
 災害情報表示システム	
 

	
 本システムは、公共機関からの洪水関連情報

と地理情報等を統合する洪水関連情報の処理シ

ステムとホームページおよび配信システムで構

成されている（図 1）。本システムの特徴は、地

図情報・河川ダム情報・地域情報・水管理(水

門・ポンプ)情報・公的データ(気象庁・河川局)

の表示などを地図上に重ね描きしデータを統合

して表示することができることである。必要な

情報に関してはリアルタイムでデータが表示で

きる。任意の河川における堤防管理区間の 3D 洪

水シミュレーションを表示できる。さらに、携

帯へのデータ配信ができる。	
 

	
 

	
 
図１	
 災害情報表示システムの概要	
 

	
 

2-1.	
 3D モデル	
 

洪水関連情報[2]と地図のイメージを連携しや

すくするため地表の 3D モデルを作成した。これ

は Google	
 Earth 上に立体の地形を表示するため

と正確な地図データによる等高線を作成し災害

シミュレーションを行うために必要である。使

用データの 2mDSM は PASCO	
 の No.1910,1911 を用

いた[6]。ArcMap および ArcScene を使用し、

2mDSM を TIN ファイルへ変換、等高線を作成し、

3D モデルを表示することができる。	
 

2-2.	
 地理情報	
 

	
 国土交通省ホームページは地域情報が不足し

ている[2]。単純な地図(略図程度)しかないため

空間的な認知が難しくなっている。また文字デ

ータと地図がイメージ的に分離しているため観

測点位置が分かり難くなっている。地域住民以

外の者(訪問者、転入者や旅行者、夜間など)で

は理解しにくいと思われる。このため利用者が

任意に情報を統合して観ることができるように、

地域情報、河川ダム情報、市町村名情報、国土

交通省河川データ、ハザードマップ、3D 地形図
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を重ね描き(文字+イメージ)できるようにした。	
 

2-3.	
 携帯配信	
 

あらかじめ登録した河川における警報が発令

された場合に本システムから警報メッセージが

配信されるサブシステムを用意した。図 2 に

iPhone4S から Google	
 Earth への表示を示す。携

帯へ配信するメリットは位置情報サービスで自

分の居場所を確認できることである。能動的情

報発信について、携帯への洪水情報配信では、

公共機関の洪水情報を配信し、複合イメージを

表示できた。さらに複合イメージ上に現在地を

表示することで、対象地域に慣れていなくても、

洪水の危険に対してある程度対処できる情報が

取得できると考えられる[5]。	
 

2-4.	
 リアルタイム表示	
 

国土交通省の洪水情報をリアルタイムで取得

し Web-page に表示することができた。高精度の

イメージで洪水シミュレーションを作成し、文

字とイメージの統合表現が可能となった。これ

らは 2mDSM および KML ファイル[6]を有効に利用

できた結果であるといえる。	
 

	
 

	
 

3.	
 河川シミュレーション	
 

国土交通省ホームページには水文解析がない。

洪水のイメージに直接関係する図は地方自治体

のハザードマップしかないのが現状である。そ

こで 3D 洪水シミュレーションの表示を試みた。

シミュレーションでは洪水時流向イメージの表

示および滞水域の予測が可能となった[7]。水文

解析は ArcMap の Spatial	
 Analyst	
 Tools を使用

した。2mDEM を基に ArcToolbox の Fill	
 (サーフ

ェスの平滑)、Flow	
 Direction	
 (グリット毎に水

が流れる方向を計算)、Flow	
 Accumulation	
 (累

積流量を計算)、Con	
 (流域を抽出したい河川の

規 模 に あ っ た 条 件 式 で 抽 出 ) 、 Stream	
 to	
 

Feature	
 (水系網の作成)、Stream	
 Order	
 (河川

次数ラスタの作成)を行った[8]。洪水シミュレ

ーションにおける水位は国土交通省のガイドラ

インから 5 段階とした図 3（レベル 5：氾濫発生、

レベル 4：住民の避難が完了されている状態の水

位、レベル 3：市町村が避難勧告の発令を判断、

住民が避難を判断する水位、レベル 2：市町村が

避難準備情報の発令を判断、水防団が出動する

水位、レベル 1：河川が増水したため、水防団が

待機し始める水位）[2]。	
 

	
 

4.	
 まとめ	
 

	
 洪水情報に関する国土交通省ホームページか

らの情報を使用して、文字情報と地理情報を連

携させるイメージ化を試み、以下の成果を得た。	
 

(1)洪水情報監視システムの構築	
 

(2)KML ファイル利用による、容易なイメージの

更新および修正	
 

(3)2mＤＳＭの使用による、画像の明瞭化および

流路算出	
 

(4)3Ｄシミュレーションによる洪水の視覚化	
 

(5)リアルタイムの洪水情報提供	
 

(6)携帯への警報配信による能動的洪水情報取得	
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図 2	
 河川情報の携

帯画面表示	
 

	
 

図 3	
 洪水ミニュレ

ーション	
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